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１．はじめに  

 耐候性鋼材は，表面に緻密なさび層（保護性さび）

を形成し，腐食を次第に抑制する．しかし，異常さび

が生じるような腐食環境では，すぐれた防食性能を発

揮できない問題点がある 1),2),3)．そのため，架橋地点に

おける飛来塩分量や気象要素（気温，湿度，風速・風

向）を詳細に観測するとともに，鋼材の初年腐食減耗

量を計測し，100 年後の腐食減耗量を推定する腐食環境

評価手法が重要である．しかしながら，既存の腐食環

境評価手法は十分に検証されておらず，その問題点を

明らかにする必要がある．そこで，本研究の目的は，

複数の観測データに基づき，既存の腐食環境評価手法

を評価するとともに，新たな腐食環境評価手法を提案

するための基礎的検討を行うことである．具体的には，

既存の腐食環境評価手法の問題点を検討し，飛来塩分

量，濡れ時間，ACM センサーの腐食電流値の特徴を明

らかにし，それらの物理的関連性を詳細に議論する．  

２．山陰地方における計算局部環境腐食性指標の推定 

(1)本研究で用いた腐食環境評価手法の概略 

紀平ら 4)は，近隣の気象データに基づく地域標準の計

算局部環境腐食性指標 ASMA(Z)の推定手法を提案した． 

この推定式には，腐食の進行を左右する湿度の変化を

考慮するため，濡れ時間が定義されている．この算出

方法は Kucera ら 5)の濡れ関数を用いる場合 TOWISOと

76%以上の日平均湿度を積算する場合 TOW>76 の二つ

である．本研究では，TOW>76を用い，水平暴露材垂直

暴露材の計算局部環境腐食性指標 AHSMA(Z)を推定した． 

(2)推定結果 

山陰地方の耐候性鋼橋梁地点（A，B，C，D，E，F）

では，腐食環境を詳細に把握するために，気象観測，

飛来塩分量観測，ACM センサーによる腐食環境計測，

ワッペン式短期曝露試験が実施されている（図 1）． 

そこで，山陰地方における既設耐候性鋼橋梁（A～F

橋）に適用し，橋梁付近のアメダスデータおよび各橋

梁における現地観測データを用いて，AHSMA(Z)を推定

した．そして，ワッペン式短期曝露試験で得られた初

年腐食減耗量 AWと比較し，その妥当性を検討した． 

各橋梁における AHSMA(Z)と AW の比較を比較した結

果，2~3 倍程度過大に評価されていることがわかった

（図 2）．これは，山陰地方では飛来塩分量が他の地域

より比較的多く，湿度が高いためであると考えられた． 

 

３．濡れ時間 TOW と結露時間 TOC との関係  

 図 3 に，A，B，C，D の 4 橋で算出した年間濡れ時

間 TOWISO，年間塩環境濡れ時間 TOW>76，年間結露時

間 TOC を比較した．なお，TOC の算出方法は原ら 6)

の式を用いた． 

TOWISO と TOW>76 は，地点によって傾向は若干異

なるものの，ほぼ同様な値を示した．一方，TOC は各

 

図 1 比較対象橋梁の架橋位置 

アメダス - AH
SMA(Z)

現地観測 - AH
SMA(Z)

曝露試験 - AW

 
図 2 AH

SMA(Z)と AWの比較 

土木学会第65回年次学術講演会(平成22年9月)

 

-327-

 

Ⅰ-164

 



地点における橋梁における腐食環境の違いを明瞭にし

ている．B，D 地点は TOC が大きいものの，A，C 地

点では，TOC が小さく，ほとんど結露していないこと

がわかった．  

５．ACM センサーの腐食電流値  

TOWISO，TOW>76，TOC は気温，湿度に基づいて腐

食環境を示す指標の一つである．しかしながら，その

算定手法の違いは，濡れ時間の値やその時間変動を大

きく左右する．既存の腐食環境評価手法の推定精度を

向上させるためには，濡れ時間を正しく考慮できる指

標を提案し，観測データに基づいて，その有用性を多

面的に議論する必要があると考えられる．一方，ACM 

センサーの腐食電流値は，腐食環境を簡易に把握する

ことが可能である． 

そこで，3 つの濡れ時間（TOWISO，TOW>76，TOC）

と ACM センサーの腐食電流値を詳細に検討し，3 つの

濡れ時間が示す腐食状況を明らかにする． 

図 4に，2007 年 6 月の D 橋における TOC と ACM

センサーの腐食電流値の変化を示した．腐食電流値が

比較的大きな値のときに，それに伴い TOC が増加して

いることが分かる．一方，TOWISOと ACM センサーの

腐食電流値の変化はまったく対応していない（図 5）．

また，ACM センサーの腐食電流値は，飛来塩分量によ

って大きく変化する．山陰地方における飛来塩分量は，

夏季に比べて冬季に多い特徴があり，ACM センサーの

腐食電流値も同様な傾向を示すことがわかった． 

６．まとめと今後の課題  

本研究では，腐食環境を把握するための総合的な観

測結果に基づき，既存の腐食環境評価手法を検証し，

濡れ時間，飛来塩分量，ACM センサーの腐食電流値と

の関係を検討した．既存の評価手法を用いた場合，山

陰地方では，腐食減耗量の推定結果が過大評価となる

ことがわかった．これは山陰地方の飛来塩分量や濡れ

時間が他の地域より大きく，既存の評価式の適用範囲

を超えたためと考えられる．また，結露時間 TOC は腐

食電流値の時間変化とよく対応し，各橋梁の腐食環境

の違いを明瞭に示すことがわかった． 

今後は，結露時間 TOC を用いた新たな腐食環境評価

手法を提案するための検討を行う予定である． 
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図 3  TOWISO，TOW>76，TOC の比較 
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図 4  a)TOC，b)TOW と腐食電流値との関係 
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